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特 別 支 援 学 校 と 医 療 的 ケ ア
－健康を基盤として日々の教育が蓄積できるために－

全国特別支援学校長会副会長
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会長

田村康二朗

平成３０年３月１９日／文部科学省初等中等教育局 特別支援教育課所管

学校における医療的ケアの実施に関する検討会議（第４回）
資料５
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全国特別支援学校長会「全特長会」の御紹介

全国特別支援学校長会は、
公・国・私立の１０１１校の
校長が加盟しています。

特別支援教育の振興を図る
目的で研究と諸事業を展開
する全国規模の団体です。

全盲長会全盲長会

全聾長会全聾長会

全知長会全知長会全肢長会全肢長会

全病長会全病長会
全 特
長 会
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特別支援学校とは／規模 28年度学校基本調査から抜粋

学校・園数 在籍者数

幼 稚 園 11,252 1,339,761

小 学 校 20,313 6,483,515

中 学 校 10,404 3,406,029

義 務 教 育 学 校 508 12,702

高 等 学 校 4,925 3,309,342

特 別 支 援 学 校 1,125 139,821 全学校・園数の2.3％
全在籍者数の1％

合 計 48,527 14,691,170
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障害種 学校数 在籍者数

視 覚 障 害 84 5,587
聴 覚 障 害 120 8,425
知 的 障 害 761 126,541
肢 体 不 自 由 349 31,889 全特支校数の３１％

全特支校在籍者の２２％

病 弱 149 19,559

合 計 *1,125 139,821
＊複数の障害種に対応している学

校は、各障害種毎にカウントし
ている

特別支援学校とは／障害種 28年度学校基本調査から抜粋
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特別支援学校とは／医ケアを必要とする在籍者数の推移

28年度特別支援教育資料より抜粋

年度 学校数 児童生徒数

平成1 9年度 ５４８ ６,１３６

↓ ↓ ↓

平成2 8年度 ６４１ ８,１１６

増 加 率 １７％増 ３２％増

特別支援学校とは ／ 医療的ケア対象者の割合
28年度特別支援教育資料から抜粋

6

幼稚部 小学部 中学部 高等部

3.0％ 10.4％ 6.7％ 3.1％

全種別の特別支援学校
平均 ６．０％

全国特別支援学校長会 ／ 全国特別支援学校肢体不自由教育校長会



肢体特支校とは ／ 医療的ケア対象者の割合
平成29年度全国特別支援学校（肢体不自由）病因別調査から抜粋
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小学部 中学部 高等部

３４.９％ ２９.５％ ２４.１％

平均３０.２％

４０％に及ぶ学校も！
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肢体不自由特別支援学校での医療的ケア体制＜東京を例に＞

規定

• 都教委による医療的ケアのガイドラインの策定

• 各校が定める医療的ケア実施規定の整備

体制

• 対象者に常時実施できる校内システム構築と運用

• 委嘱指導医による実地研修を経て、実施を校長決定実施

• 常勤看護師配置と非常勤看護師確保（学校別求人で確保）

• ３号研修を経た知事認定の校内教職員を養成・確保

8

健 康 を 基 盤 と し て 日 々 の 教 育 蓄 積
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医療的ケアに関する校長会員からの情報集約（都道府県別）から抜粋

判 断 Ａ県：個別ケースの判断は県教委が行い、判断結果伝達は校長から
Ｂ県：県大綱（実施要項）内で、校内マニュアルに基づき、個別ケースの校長判断
Ｃ県：県のマニュアル通りに実施

実施者 Ｄ県：常勤看護師のみ、非常勤のみ
Ｅ県：常勤＋非常勤
Ｆ県：＋教員、＋教員＋介護職員

宿泊学習等 Ｇ県：原則保護者
Ｈ県：近隣は看護師
Ｉ県：校長判断で看護師
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様々な実態があり
Ａ県 ≠ Ｂ県 ≠ Ｃ県
範囲 判断 行事対応

は三者三様

項 目 現状・課題の例 提案の例

検 討 体 制 当事者意見を聞く場の不足 課題を共有する場を常設して対応
センター的機能としての地域への助言・援助

責 任 範 囲 各役割に応じた責任が不明瞭 医療・教育で責任分担の共通理解

委託時の責任等 個別対応中。将来は利用増想定 医ケアｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（調整役）の指名

呼吸器等対応 保護者要望を受けて校長判断 国や設置者によるガイドラインが必要

医 ケ ア 範 囲 対応範囲の境界が曖昧 状況に対応した範囲別表を毎年更新

校 外 学 習 等 人材難や勤務時間の難しさ 対応範囲の整理＋人材確保策

看護師研修機会 校内等での情報交換に留まる 専門性向上や指導層の研修（国・県で分担）
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多 く の特別支援学校が直面す る現状 ・課題 と改善意見



学校現場からの提案 ～学びの基盤を整えて充実した学校生活を～

全国の学校で医療的ケア
が学校対応できるシス
テムを！

職層や役割に応じた

研修システムを導入！
（指導的看護師・養護教諭、
医ケアＣＮ、中堅等の対象別
に国・県で役割分担

「学校で働くやりがい」

を実感できるシステム
を看護師養成・求人段階
から！

医療の進歩、社会状況
の変化に応じて絶えず
範囲のリストを改訂できる
システムを！
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